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１．はじめに 

インド洋大津波において，タイ王国のマスメディア（テレビ，新聞）は津波に対して正確な報道を流さなか

った．例えば，マスメディアが余震と津波を間違えて報道した．さらに，適切な津波情報を被災地域の住民に

提供しなかったため，津波再来の噂が流れた．このため，タイ王国では津波被災者への救援活動や復興支援が

滞った．タイ王国の人々にとっては，今回のインド洋大津波が初めての経験であった．クリスマス休暇で賑わ

っていた世界的観光地プーケットでは津波に対する避難場所がなく大混乱に陥り，新興観光地として脚光を浴

びてきたカオラックでは，2階建ての木造住宅やホテルが壊滅的な被害を受けた． 
本論文は，インターネットから得られる現地からの被害報告と津波写真，現地調査と津波シミュレーション

とを比較検証することでインド洋大津波のタイ王国の津波および津波被害を明らかにし，耐津波構造設計の一

助とするものである． 
２．津波および津波被害のインターネットを用いた情報収集  

 インド洋大津波が発生した翌日から津波伝播シナリオを設定して情報収集を開始した．この結果，インド洋

大津波による各国での津波現象をインターネットで写真（244 点）やビデオ（22 点）を入手した．今回の津
波は海底地形の影響で津波が収斂して津波被害がスリランカやタイ王国に集中したからであると考えられる．

個人サイトの AVC1)（アジアビデオコム），ADRC2)（アジア防災センター）と各通信社（AP3），REUTER4)， 
AFP5)）のサイトとポータルサイトの Yahoo6)である．この結果，タイ王国の情報（53点）を 2番目に多く入
手することができた．これは，日本からの観光客被害もあったので比較的情報が多くなったものと考えられる．

図 1 にタイ王国の津波被災地域，図 2 と図 3 に水浸しになったプーケットと被害の大きかったカオラックの
被災直後の写真を示す． 

 ）図 1 タイ王国での津波被災地域 
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一方，カオラックでの津波の高さ（実測）はプーケットの 2倍の値になっており，天井を突き破るような顕

著な被害状況である．このため，カオラックではレンズ効果だけではなく，津波ソリトンによる津波被害が考

えられる．図 7と図 8にカオラックでの津波写真 7)と津波シミュレーション 7)を示す．写真から，津波が深い

水深から浅い水深に進入した場合に生じる段波状津波の様相を示している．シミュレーションではカオラック

前面の海底地形のために急に大きくなっていることが確認できる．以上のことから，カオラックでの津波被害

は津波ソリトンによるものであると考えられる． 

図 4タイ王国での津波の高さ（実測）7）

表 1 タイ王国での津波被害 

津波の高さ（ｍ)  

インター

ネット 

実測 

 

構造物の破壊状況 

 

特記事項 

スリン諸島 ‐ ‐ ･全壊（柱のみ） ‐ 

カオラック 15 11 ･大破（天井を突き破る）・漂流（1000ｍ） 

プーケット 20 

（椰子） 

6 ･1 階レストラン浸水 

･海の家（横倒し） 

・漂流(800ｍ) 

・第 1波（100ｍ引き）

ピピ島 10 6 ･全壊（バンガロー） ‐ 

ランタ島 3 ‐ ･全壊（コテージ） ‐ 

 

図 6プーケットでの津波の引き６） 図 5 プーケットでの来襲津波１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7カオラックでの来襲津波１） 
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図 8 タイ王国の津波シミュレーション 7）

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

インターネットによるインド洋大津波の被害分析によって，タイ王国での津波被害がカオラックで特に顕著

で，津波ソリトンによる被害であることを明らかにした．今後の現地調査，津波解析や設計検討の作業を通じ，

タイ王国での耐津波設計を具現化するように大学や関係機関が連携していく必要があると考える． 
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